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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
第Ⅰ因子「楽観性」　（α=.85）
将来の見通しは明るいと思う .87 −.06 −.01 .08 .05 −.09
自分の未来にはきっといいことがあると思う .80 −.09 .06 .01 .03 −.03
自分の将来に希望をもっている .75 .06 −.05 .12 −.06 .08
自分の将来を想像すると，うまくいっているとは思えない* .73 .11 .01 −.09 −.11 −.17
なにごとも良い方に考える .45 −.08 .17 −.15 .05 .20
いやなことがあっても次の日には何とかなりそうな気がする .43 −.06 .04 −.15 .00 .11
物事は最後にはうまくいくと思っている .43 .02 −.15 .09 .24 .12
困難なことでも前向きに取り組むことができる .37 .23 .04 −.10 .00 .22
第Ⅱ因子「意欲的活動性」　（α=.79）
一つの課題に粘り強く取り組むことができる −.13 .83 −.02 .01 .00 −.02
一つの課題に集中して取り組むことができる −.26 .77 .06 −.10 .03 .08
自分で決めた事なら最後までやり通すことができる .11 .69 .01 −.06 .04 −.08
自分の目標のために努力している .19 .53 −.04 .09 −.03 −.10
何事にも意欲的に取り組むことができる .16 .42 −.03 .20 .06 .09
どちらかといえば目標が高いほうがやる気が出てくる .08 .38 .01 .10 −.08 .13
ものごとがうまくいかないと，すぐにあきらめたくなる＊ .25 .38 .03 −.14 −.13 −.03
第Ⅲ因子「情緒的サポート認知」　（α=.89）
自分の問題や気持ちを打ち明けられる人がいる .02 −.08 .88 .05 −.11 .02
私の考えや気持ちをわかってくれる人がいる −.08 .01 .82 .05 .02 .05
いざというときに頼りにできる人がいる .06 .06 .72 .05 .05 −.08
私のことを親身になって考えてくれる人がいる .13 .07 .72 −.04 .06 −.07
第Ⅳ因子「情緒的サポート希求」　（α=.77）
寂しいときや悲しいときは自分の気持ちを人に聞いてもらい
たいと思う −.08 −.01 .07 .85 .01 −.04
つらいときや悩んでいるときは自分の気持ちを人に聞いても
らいたいと思う −.09 .01 .06 .85 −.08 −.02
自分の考えを人にも聞いてもらいたいと思う .16 −.03 −.02 .46 .05 .13
第Ⅴ因子「共感性」　（α=.68）
友達が落ち込んでいると，たいていの場合はその理由がわかる −.13 .02 .11 −.01 .65 .06
本や映画の登場人物の気持ちを察するのは簡単だ .06 −.08 −.16 −.04 .64 −.05
顔の表情を見れば，その人がどんな気持ちでいるのかわかる .03 .07 .00 −.02 .63 −.16
誰かが悲しんだり怒ったり恥ずかしがったりしているとき，
その人がどんなことを考えているのか予測できる .02 −.05 .16 .00 .50 .09
第Ⅵ因子「問題解決能力」　（α=.71）
問題が生じたとき，行動する前に多くの解決策を思いつく −.07 .09 −.06 .05 −.03 .80
問題が起きても，解決策をパッと思いつく .10 −.12 .03 −.04 −.13 .77
たいていの場合，問題の本当の原因を突き止めることができる .00 .08 −.04 .02 .16 .44
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
Ⅰ ― .43 .42 .21 .26 .41
Ⅱ ― .32 .16 .30 .38
Ⅲ ― .47 .37 .13
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